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要　　旨

　症例は71歳男性．上縦隔腫瘤，左胸水，心嚢液貯留の精査目的に当科を紹介され入院した．

心嚢水セルブロック法による組織学的診断で上皮型原発性心膜悪性中皮腫と診断された．ペメ

トレキセドとプラチナ併用化学療法を計4コース施行し，stable　diseaseが得られた．2013年5

月現在，抗癌剤の最終投与日から約18か月間が経過し無増悪生存中である．原発性心膜悪性中

皮腫は稀であり，標準治療は確立されていない．本症例から，ペメトレキセドを含むプラチナ併

用化学療法が有効である可能性が示唆された．

キーワード　原発性心膜悪性中皮腫シスプラチン，カルボプラチン，ペメトレキセド

緒 言

　原発性心膜悪性中皮腫はかつて稀な疾患であり

生前診断が困難とされる．早期の正確な診断法や

標準治療はいまだ確立されていない．今回，我々

はペメトレキセドを含む化学療法終了後1年半以

上の長期生存を得た1例を経験したため，文献的

考察を加えて報告する．

症 例

　患者：71歳，男性．

　主　訴：労作時呼吸困難感動悸，両下腿の浮腫

　既往歴：17歳虫垂炎手術，40歳右鼠径ヘルニア，

本態性高血圧症．

　喫煙歴：20本／口×50年間．飲酒1合／日．ぺ

ット飼育歴なし．

　家族歴：特記すべき事項なし．

　職業歴：15歳から50年間電気関連の工事現場

で断熱材の取り扱い業に従事．アスベスト吸人歴

あり．

　現病歴：2011年1月頃より右胸痛，4月頃より

MRC　2度の労作時呼吸困難感，動悸，両下腿の浮

腫が出現した．6月中旬に近医を受診し，胸部単

純X線写真にて肺門部に陰影を認められ，近医総

合病院を紹介された．胸部Computed　Tomography

（CT）にて上縦隔腫瘤，心嚢水および左胸水貯留

を指摘され，前医に入院した，胸水細胞診，心嚢

水細胞診では悪性所見を認めなかったが，胸水，

心嚢水中のピアルロン酸が著増しており胸膜悪性

中皮腫を疑われた．胸腔鏡による確定診断目的に

当科を紹介され7月8日に入院した．
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　　　図1　入院時胸部単純X線写真

右肺門部の拡大，左右横隔膜角の鈍化を認める．

己
・

　
’
‘

　入院時現症：身長157cm，体重54kg（3ヵ月で

9kg減少），血圧138／82　mmHg，脈拍69／分，整，

体温36．5℃，意識清明．頸静脈の怒張なし．心雑

音なし．左全肺野の呼吸音は減弱．両下腿に浮腫

あり．Performance　statUs　1．

　入院時検査所見：炎症反応は陰性，腫瘍マーカ

ー の上昇なし．

　入院時動脈血ガス分析（室内気）：pH　7．418，

PaCO239．9　Torr，　PaO2102．5　Torr，　HCO3－25．2m

Eq／L

　入院時胸部単純X線写真（図1）：右第1弓の

突出，右上縦隔の拡大を認める．左胸水あり．心

胸郭比66％．

　入院時胸部造影CT（図2）：右上縦隔に径

50mm大の辺縁不整，境界明瞭な腫瘤影を認めた．

腫瘤は上行大動脈および上大静脈に近接してい

た．左胸水，心嚢水貯留あり．リンパ節腫大なし．

肺野に異常なし．胸膜肥厚なし．

　入院時心臓超音波検査：2cmの全周性エコー

フリースペースを前壁側優位に認めた．左室駆出

率85％であり心機能は保たれていた．

　臨床経過：7月14日に局所麻酔下胸腔鏡を施

行した．直接所見では明らかな腫瘍性病変は認め

ず，胸水細胞診，胸膜組織診では悪性所見を認め

られなかった（図3）．心嚢水セルブロック法では

乳頭状に増生する異型中皮細胞を認め，免疫組織

染色では，Calretinin，　Wilms　tumor（WT）－1，

D2－40，　AE1／AE3が陽性であった（図4）．　CEA

は陰性であった．以上より，上皮型原発生心膜悪

性中皮腫と診断した．8月2日よりペメトレキセ

ド　（500mg／m2）とシスプラチン　（75mg／m2）併

用化学療法を計3コース，腎機能障害が出現した

ためペメトレキセド（500mg／m2）とカルボプラ

チン（AUC6）併用療法を1コース施行した．化

学療法前後で腫瘍のサイズは不変であったが
（stable　disease），心嚢水と左胸水はほぼ消失した

（図5）．2013年5月現在，抗癌剤の最終投与日か

ら約18か月間無増悪生存中である．
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　　　　　　図2　入院時胸部造影CT所見

右ヒ縦隔に径48mm大の腫瘤，左肺に胸水貯留をみとめる．

心嚢水の貯留あり．

し

ny　i

考 察

　原発性心膜悪性中皮腫は悪性中皮腫全体の2％

と稀な疾患である，本邦での平均発症年齢は46

歳で，男女比は2：1と報告される1），石綿の曝

露と本症との因果関係は示唆されているが，胸膜

悪性中皮腫ほど明確ではない2）－5）．また近年，

胸部放射線治療歴との関連が指摘されている6）7）．

組織型は胸膜悪性中皮腫と同様に上皮型・肉腫

型・二相型に分類される2）．

　また，原発性心膜悪性中皮腫の鑑別疾患として，

反応性中皮・肺腺癌による心膜転移・肉腫・線維

性心膜炎等多くの疾患が挙がる1）．稀少な疾患故

にAndersenらは原発性心膜悪性中皮腫の診断基

準として，（1）腫瘍は心膜に限局し臓側心膜を穿

通しない，（2）転移があってもリンパ節に留まる，

Presented by Medical*Online



田中他：ペメトレキセドを含むプラチナ併用化学療法により長期生存が得られた原発性心膜悪性中皮腫

　　　の1例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　693

　　　　　SiV　ノ躍
　　　　　。噂璽・
　　　　’t

彗轡⇔

㌧噸鰍

憲

晦義
譲

工

睡

　

癒
蜷塚

図3　局所麻酔下胸腔鏡所見

臓側・壁側胸膜ともに明らかな腫瘍性病変を認めなかった．

（3）他臓器に原発性腫瘍が存在しない，（4）死亡

例では完全な剖検が行われていることの4項目を

満たしているものと厳しく定義している8）．一方

で，所属リンパ節以外にも肺，腎などの遠隔転移

を25～45％の症例に認めるという報告もある9）．

細胞診で確定診断に至る症例は稀であり1），診断

の確定には組織学的な検討が必須である．

　原発1生心膜悪性中皮腫は悪性度が高く，未治療

例では生存期間中央値は6．6か月と予後不良であ

る2）．集学的治療を施行しても16ヵ月以上の生

存期間は見込めないとされていた10）11）．原発性

心膜悪性中皮腫の標準化学療法はなく，単剤化学

療法ではゲムシタビン，併用化学療法ではドキソ

ルビシン，マイトマイシンC，ゲムシタビンやパ

クリタキセルとプラチナ併用化学療法が有効であ

ったとの報告がある12）．ペメトレキセドなどの

葉酸代謝拮抗剤を含むプラチナ併用化学療法は胸

膜悪性中皮腫では有意な生存期間の延長を認めて

いる13）14）．原発性心膜悪性中皮腫に対してもペ

メトレキセドを含んだプラチナ併用化学療法への

反応性が良好である報告が散見される7）15）16）．本

症例もシスプラチンとペメトレキセドを併用し，

治療効果はstable　diseaseで心嚢液の再貯留もな

く無増悪生存中である．

　原発性心膜悪性中皮腫は有効な治療法が確立さ

れておらず予後不良とされている．今回我々は，

ペメトレキセドを含むプラチナ製剤との併用化学

療法により，長期間の予後が得られた症例を経験

した．胸膜悪性中皮腫同様，原発性心膜悪性中皮

腫においてもペメトレキセド投与により良好な治
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図5　併用化学療法4コース終了後の胸部造影CT写真

　　　　　　左胸水および心嚢水はほぼ消失した．

療結果が期待できることが示唆された．
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